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研究題目  
 

安心して自分の「思い」をもち、表現できる児童の育成  
── 第４学年図画工作科における、表現及び鑑賞の活動を通して  ── 

 
研究要項  
 
１ 主題設定の理由  

小学校中学年は、対象を客観的に捉える力が育つ一方で、写実的な再現に固執し、「表し
たいこと」を生成する意欲を失いやすい「初期写実期」にあたる。これは、表現の際に「造
形的な見方・考え方」を働かせるための「造形的な視点」が不足していることに起因する
と考える。  

本学級４年２組の児童は、１学期の図画工作科での発言や様子から、「こんな形にした
い」「こんな色にしたい」「こんな感じにしたい」など、自分の「思い」をもつことに対し
て消極的な児童が多い。しかし、教師による問いかけや助言をすると、「こういうイメージ
で描きたい」「こんな感じの形につくりたい」などを伝えることができる児童が少なくない
ため、決して自分の「思い」をもっていないわけではないと感じた。  
 そこで、前学年までの図画工作科において、自分の「思い」をもって表すことができた
か児童にアンケートを取った。22％の児童が「正解(上手さ)」を求めるあまり、教師の指
示を待つ受動的な姿勢に陥っている実態が明らかになった。  
 さらに、材料や用具に対しての経験や体験の差が大きく、発想や構想する力に影響して
いる様子も見受けられる。  

本研究における自分の「思い」とは、「材料や表す方法と向き合う中で、自らの感覚や行
為を基に捉えた『造形的な視点(形や色の感じなど)』を働かせ、自分なりに見出す『表し
たいこと』」と定義する。これは、試行錯誤を通して、自分にとっての意味や価値をつくり
だす造形的な創造活動の核となるものである。また、「安心」を「挑戦のための基盤」と位
置付ける。これらを育むためには、失敗を恐れずに試行錯誤できる心理的安全性と、何を
よりどころに表現すればよいかという「造形的な視点」が不可欠であると考える。  
 「小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説図画工作編」の文章には、児童が思っている
ような「上手に描く」や「上手につくる」という言葉は出てこない。児童が自らの感覚や
行為を通して形や色の感じを捉え、失敗を恐れず「つくり、つくりかえ、つくる」試行錯
誤を保障する安心の場を設定することで、自分なりの「思い」をもち、表現できる児童の
育成をめざしたい。  
 以上のことから、めざす児童像を「安心して自分の『思い』をもち、表現できる児童」
とし、本主題を設定して、研究を進めることとした。  
 
２ 研究のねらい  
(１) 研究の仮説  

ア 仮説Ⅰ  
「ランド型の机配置」にしたり、導入における「造形的な視点」を体験的に試す活動を

したりすれば、安心して自分の「思い」をもつことができるだろう。  
 イ 仮説Ⅱ  
「いつでも試せる場」を設定したり、「造形的な視点」を意識させたりすれば、安心して

自分の「思い」を表現できるだろう。  
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(２) 研究の手だて  
  ア 仮説Ⅰに対する手だてⅠ  

(ア) 「ランド型の机配置」  
 安心して自分の「思い」をもつことができるよう、材料置き場の位置を中央にし、その
周りに机を配置したランド型にする。「ランド型の机配置」は、材料を取りに行く動線に、
他者の表現を能動的に捉える「鑑賞」の場を意図的に設定したものでもあり、対話をしな
くとも、自分の「思い」をもつ支援となるようにする。  

(イ) 導入における「造形的な視点」を体験的に試す活動  
導入において「造形的な視点」を体験的に試す活動は、学習指導要領における「知識」

の習得(対象や事象を捉える「造形的な視点」について、自分の感覚や行為を通して分かる
こと)を意図している。児童が形や色などの特徴を比べ、選択するプロセスを経ることで、
表現のよりどころとなる「知識」が活用可能なものとして習得され、安心して発想・構想
ができるようにする。  

イ 仮説Ⅱに対する手だてⅡ  
(ア) 「いつでも試せる場」の設定  

「小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説図画工作編」には「児童が積極的に材料や用
具、表し方などを試すことができるようにする必要がある」と示されている。「いつでも試
せる場」を設定することで、失敗を恐れずに、安心して自分の「思い」に合った表し方を
見つけることができるようにする。  

(イ) 「造形的な視点」を意識させる  
１学期に、本学級の児童が「図工は、何をどのように頑張ればよいか分からない」「どう

表現すればよいか分からない」と発言することがあった。そこで、表現のよりどころとな
る「造形的な視点」を板書やアイデアシートで意識させながら授業を行った。すると、「こ
うしたい」「こんな感じで表現したい」など、自分の「思い」をもちながら表現する様子が
見られた。そこで、本研究でも、この手だてに引き続き取り組むこととする。  
 なお、児童には、題材ごとに「３つのポイント」という言葉を使い「造形的な視点」を
示した。  

(ウ) 「オンデマンド型視覚教材」の掲示 
表し方が分からず、自分の「思い」を表現できない児童がいると感じた。そこで、児童

自身が確認したいときに、確認したい表し方を見ることができる「オンデマンド型視覚教
材」を教師が作成し、児童の自分の「思い」を表現できるようにする。この視覚教材は、
黒板や教室の壁面に掲示したり、アイデアシートに記載したりする。  
(３) 研究構想図  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【図 1】研究構想図  

 



3 

 

(４) 検証の計画  
ア 研究対象   
令和７年度 小学校４年生 28 名  

イ 抽出児について  
 本研究を通して、仮説の有効性を証明するため、以下の児童Ａ・児童Ｂを抽出し、個の
変容を追うこととする。  

(ア) 抽出児童Ａ  
 自分の「思い」をもつことに消極的である。図画工作科の授業に限らず、何かをすると
きには、必ず教師に「何をすればよいか」を確認する。表現の過程における失敗を強く恐
れ、自らの感覚や行為を基に試行錯誤することに強い抵抗感をもっている。  

(イ) 抽出児Ｂ  
 自分の「思い」をもつことはできるが、表現することに対して苦手意識をもっている。
１学期では「上手(写実的・お手本通り)にできない」と発言することが多かった。各教科
や学校生活において、失敗したくない気持ちが強い傾向が見られる。また、周りからの評
価に対して敏感であるように感じる。  
 
３ 研究の実践と実際  
(１) 題材名「幸せを運ぶカード」の実践 

 本題材では、自分の気持ちを伝える相手を思い浮かべながら、形や色、動きなどの「造
形的な視点」を工夫してポップアップカードに表すことをねらいとしている。  

ア 手だてⅠ(ア)「ランド型の机配置」 
材料置き場を中央に配置する「ランド型の机配  

置(写真 1)」をすることで、材料や用具を取りに  
行く際に、自然と他の児童の表現を鑑賞すること  
ができ、対話をしなくとも、自分の「思い」をも  
つ支援となるようにした。  
 児童は、材料や用具の使い方、どのような  
ポップアップカードにしたいかについて、自然と  
相談したり、鑑賞したりする姿が見られた。どの  
ような画用紙の動きにしたいか、まだ自分の「思  
い」をもつことができなかった児童Ａに、材料置  
き場に行って級友に相談したり、級友のつくって  
いる様子を見たりするよう促した(写真 2)。する 
と、級友の表現を参考にして「開いたら飛び出た  
り、画用紙を回すと文字が出てきたりする動きを  
使って、パパとママに喜んでもらいたい」「明るい  
気持ちの感じにしたいから、黄色い画用紙を使お  
うかな」など、安心して自分の「思い」をもつこ  
とができた。この時、児童Ａの「級友の表現をじ  
っと見つめる姿」を、単なる模倣ではなく、「他者  
の『造形的な見方・考え方』に触れ、自らのイメ  
ージを更新しようとする能動的な鑑賞」と見取っ  
た。そこで、児童Ａが選んだ黄色の画用紙に対し、  
「その黄色からは、どんな気持ちが伝わってくる  
かな」と問いかけた。この価値付けを伴う支援に  
より、児童Ａは自らの選択に自信をもち、個別最  
適な学びへと再び没頭することができた。また、  
写実的な再現に固執して手が止まっていた児童Ｂ  
も、材料を取りに行く際に、「どんな動きにした  
ら、お母さんやお父さんに楽しんでもらえると思  
う」と相談したり、級友の抽象的な表現に触れた  
りすることで、自分の表現における「正解」を問  
い直し、独自の「思い」を見出すことができた。  

イ 手だてⅠ(イ)導入における「造形的な視  
点」を体験的に試す活動   

題材の導入で「形・色・動き」を体験的に試す  
活動(写真 3)は、表現のよりどころとなる「知識  
」を、活用可能な「生きて働く技能」として習得  
させることを意図したものである。この手だてにより、受動的な姿勢が目立った児童Ａが

 
【写真 1】「ランド型の机配置」  

【写真 2】教材置き場で相談している様子  
 

 
【写真 3】試す活動の様子  
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「『ありがとう』が伝わる色は何色かな」と自問自答してイメージを広げ、写実性に固執し
ていた児童Ｂも父親の喜ぶ形を模索し、自分なりの「思い」を具体化させる姿が見られた。  
  ウ 手だてⅡ(ア)「いつでも試せる場」の設定  

導入だけでなく、いつでも試せる場を設定した。  
すると、自分のイメージに合う画用紙の動きはど  
れか確認している様子があった。「いつでも試せる  
場」の設定(写真 4)は、児童が失敗を恐れず、自  
らの感覚や行為を通して形や色の感じを捉える試  
行錯誤を保障することを意図したものである。こ  
の場を活用することで、思い通りにつくれない不  
安から消極的だった児童Ａも、画用紙の動きを納  
得いくまで繰り返し試し、自らのイメージに合う  
仕組みを模索する姿が見られた。また、その画用  
紙のつくり方が不安になった際には、他の画用紙  
で再度試してつくっていた。  
  エ 手だてⅡ(イ)「造形的な視点」を意識させる  
 「造形的な視点」を意識させるために、板書の工夫 (写真 5)やアイデアシートの作成と
活用(写真 6)をした。児童への声掛けや問いかけも「造形的な視点」を意識させるものと
した。板書やアイデアシートによる「造形的な視点」の提示は、表現のよりどころを明確
にすることで、児童が迷わず試行錯誤に没頭できる環境を整えることを意図したものであ
る。 

児童Ｂは、表現や作品の「上手・下手」や「見栄え」に捉われず、自分の「思い」に合
う画用紙の形や色、動きを積極的につくって表す姿が見られた。また、級友の表現と比較
して意欲が低下することなく「楽しい感じを表したいから、黄色にしたよ」「わくわく感を
出したいから、回してめくる動きにしてみようかな」と、自分の「思い」に合った形や色
などを自己選択できるようになった。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
オ 手だてⅡ(ウ)「オンデマンド型視覚教材」の掲示  

 児童が画用紙の動きの仕組みをいつでも確認できるよう、視覚教材を作成して、黒板や
試せる場に掲示(写真 7・8)した。表し方のつまずきを即座に解消し、児童が自らの必要感
に応じて情報を選択できる個別最適な学びを保障することを意図したものである。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仕組みのつくり方に不安を感じていた児童Ａも、掲示された教材を自ら確認することで
迷いなく製作を再開し、最後まで集中して試行錯誤を繰り返す姿が見られた。  

 
【写真 7】試せる場に掲示した視覚教材  【写真 8】黒板に掲示した視覚教材  

 
【写真 4】「いつでも試せる場」を活用  

 
【写真 5】「造形的な視点」を意識させる板書  

 
【写真 6】自作のアイデアシート  
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(２) 実践の考察  
 本題材を通して、どの児童も「造形的な視点」を基に積極的に試す活動ができ、その後
も試せる場があることで、安心して「こんな形にしたい」「優しい感じを表したいから、黄
色を使おう」「驚かせたいから、カードを開いたら飛び出す動きの仕組みを使いたい」など
の自分の「思い」をもって表すことができていた。  
 手だてⅠ(ア)の「ランド型の机配置」は、表現と鑑賞を一体的に補い合わせる往還の場
として機能した。児童Ｂは当初、写実的な表現に固執し手が止まっていたが、材料を取り
に行く際に目に入った級友の抽象的な表現を能動的に鑑賞することで、自分の表現におけ
る「正解」を問い直し、独自の「思い」を見出すことができた。このように、個の思考が
他者の表現という外部刺激と出会い、再び個の表現へと還元される往還的な学習過程こそ
が、児童が安心して自分の「思い」を深化させる基盤となった。  
 手だてⅡ(ア)の「いつでも試せる場」での個別的な試行錯誤は、単なるスキルの習得に
留まらず、児童が自らの感覚や行為を通して形や色の感じなどを捉える重要なプロセスと
なった。児童Ａは一人で画用紙の動きを試す中で、自分のイメージに合う仕組みを模索し
ていた。その後、手だてⅠ(ア)の「ランド型の机配置」による動線の中で級友の作品を目
にし、「その色の組み合わせ、きれいだね」という自然な対話が生まれた。この刺激を自身
の表現に生かし、再び個別の製作に戻って表現を更新していくという個別最適な学びと協
働的な学びの往還が、図画工作科の本質である「つくり、つくりかえ、つくる」学びの質
を一層高めることにつながった。  
 手だてⅠ(イ)の導入で設定した共通の「造形的な視点」は、児童が個別最適な学びを進
める上での確かなよりどころとなった。手だてⅡ(イ)によって、児童は各自の「思い」に
応じて「造形的な視点」を選択・活用して製作に没頭していた。一方で、手だてⅡ(ウ)の
「オンデマンド型視覚教材」を介して学級で「技能」を共有したり、級友と「どの『造形
的な視点』を工夫したか」を語り合ったりする姿が見られた。共通の「知識」を個の表現
に落とし込み、それを再び集団の中で共有し合うという往還を繰り返すことで、「知識」が
「生きて働く技能」へと高まり、主体的に自分の「思い」をもつ資質・能力の育成が図ら
れた。  
 以上のことから、２つの仮説と５つの手だては有効であったと考えられる。  
 
４ 研究の成果と今後の課題  
 本研究では、図画工作科において「安心して自分の『思い』をもち、表現できる児童」
の育成をめざし、２つの仮説に基づいた手だてを講じた。  
 まず、環境設定と導入での試す活動(手だてⅠ)について、材料置き場を中心とした「ラ
ンド型の机配置」にしたことにより、児童が自然に他者の表現を鑑賞し、対話を通じて自
分の「思い」を広げる姿が見られた。「ランド型の机配置」による動線の工夫は、意図せず
とも他者の発想が目に入る環境を生み出し、互いのよさを認め合いながら表現を高め合う
協働的な学びを一体的に実現する場として機能した。また、導入で「造形的な視点」を体
験的に試す活動を取り入れたことで、児童は作品のイメージを具体化し、安心して発想・
構想し、表現することができた。  
 次に、失敗を恐れずに、安心して自分の「思い」に合った表し方を見つける支援(手だて
Ⅱ)として、「いつでも試せる場」や「オンデマンド型視覚教材」を活用した結果、児童は
「上手・下手」や「見栄え」に捉われることなく表現することができた。児童の振り返り
からも、「試せる場があったから安心できた」(資料 1)「３つのポイント(造形的な視点)を
意識したから、自分の思いをもって表現することができた」(資料 2)といった肯定的な意
見が多くあった。表現における心理的安全性が確保されたことで、自分の「思い」を積極
的に表現しようとする姿が確認できた。「いつでも試せる場」や「オンデマンド型視覚教材」
は、児童が自身のつまずきや必要感に応じて主体的に情報を選択し、試行錯誤を繰り返す
個別最適な学びを保障するものとなった。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 事後のアンケートでは、教師の指示を待つ受動的な姿勢が０％に減少し、主体的に自分
の「思い」をもつことができたと回答した児童が 82％に達した(図 2)。受動的な姿勢が０％
になったのは、単に楽しかったからではなく、「３つのポイント(造形的な視点)」が「知識」

【資料 1】児童Ａによる振り返り  
 

【資料 2】児童Ｂによる振り返り  
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として習得され、自分のイメージを生成する「造形的な見方・考え方」が働いた結果であ
る。このことからも、「安心して自分の『思い』をもち、表現できる児童」の育成ができた
といえる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本実践における変容を資質・能力の三つの柱で総括すると、「知識・技能」においては、

「３つのポイント」という「造形的な視点」が、児童の中で「生きて働く知識」として習
得され、状況に応じて材料や用具を適切に選択する姿が多く見られるようになった。「思考
力・判断力・表現力等」においては、個別最適な学びと協働的な学びの往還により、自ら
のイメージを絶えず更新し、「創造的に発想・構想する力」が飛躍的に高まった。「学びに
向かう力・人間性等」においては、失敗を恐れない心理的安全性が基盤となり、「つくりだ
す喜び」を享受しながら、粘り強く表現を追求する態度が養われた。  
 今後の課題として、①「造形的な視点」のさらなる充実と定着、② 材料・用具に対する
経験値の差への対応、③ 教師による支援に依拠する段階から、自ら「造形的な視点」を見
出し、表現を追求する「自己調整学習」への深化の３つが考えられる。これらの課題に取
り組むことで、「安心して自分の『思い』をもち、表現できる児童」の育成を、より持続的
かつ発展的なものにしていけると考えている。本研究を通して得られた安心と「造形的な
視点」は、図画工作科という教科の枠を越え、予測困難な未来社会を生き抜く児童にとっ
ての「生きる力」の根源となるものである。児童が自らの感性を信じ、他者と響き合いな
がら、自分なりの意味や価値を創造していく姿こそ、本研究がめざした姿である。今後も、
児童一人一人が「かけがえのない自分」を見出し、豊かに表現し続けることができるよう、
私自身の指導の専門性を磨き続けていきたい。  
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【事前：１年生から３年生までの図工の授業】
自分の「思い」をもつことができたか  

できた  できた  どちらかと  
言えばできた  

できなかった 

【図 2】事前と事後のアンケートの変容  

【事後：４年生の図工の授業】  
自分の「思い」をもつことができたか  

どちらかと  
言えばできた 


